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●施策名 

【施策１４】教員の資質の向上を図ります 

（関連指標：指標５８～指標６０（Ｐ５７）） 

ⅰ 適切な教員人事管理の推進 

ⅱ 教職員目標管理制度の効果的な運用 

ⅲ 教員研修等の充実 

ⅳ 教職員の服務倫理の確立 

ⅴ 教職員の志気を高める施策の推進 

ⅵ 指導不適切教諭等制度の適切な運用 

●代表的な取組の進捗状況 

ⅰ 適切な教員人事管理の推進 

県立学校において、校長自ら学校経営・運営ビジョンや求

める教師像を明らかにし、教員を公募することによって学校

運営の中核を担う教員を確保し、学校の活性化を図るととも

に意欲の向上を図っています。 

 

ⅱ 教職員目標管理制度の効果的な運用 

年度始めに教職員一人一人が学習指導、生徒指導等の目標

を設定し学校経営・運営ビジョンの実現を図っています。目

標の実現にあたっては、管理職との面談等を効果的に利用す

るなど、制度の趣旨の徹底を図っています。 

 

ⅲ 教員研修等の充実 

教育センターや養護教育センターでは、教職員の資質向上

を目指して、今日的な教育課題に対応する研修や、教職員の

ライフステージに応じた研修を体系的・計画的に行っていま

す。また、校長・教頭マネジメント研修において、服務倫理

の確立につながる講座を実施しています。 

ⅳ 教職員の服務倫理の確立 

県内各地において開催する学校事故防止対策研究協議会

や教育課程講習会において、服務倫理の確立に関わる講話を

実施しています。また、教育センターの各種研修においても

高い倫理観と自律心の保持、向上を図っています。さらに、

福島県服務倫理推進員研修会を実施して、各校の服務倫理委

員会の取組の充実を図っています。 

ⅴ 教職員の志気を高める施策の推進 

学習指導や生徒指導において、日常的に努力を重ね、顕著

な実績をあげた教職員を「優秀教職員」として表彰し、教職

員の志気を高め、教育活動全体の活性化を図っています。平

成２６年２月表彰者１８名（小学校９名、中学校５名、高校

２名、特別支援学校２名） 

性 別 年 齢 担 当 学 年

男  ・  女 ○ ○ 歳 担 当 教 科

一 次 評 価 者 職 氏 名

職 務

区 分

指

導

助

言

自 　 己 　 申 　 告 　 （ 当 　 初 ）

次 年 度 へ

の 課 題

特 記 事 項

自 己 申 告 ・ 自 己 評 価 票 （ 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 教 諭 ）  

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 　 　 ○ 　 　 ○ 　 　 ○　 　 　 　 安 積 高 等 学 校

校 務 分 掌

昨 年 度 の 成 果 と 課 題

所　 　　属

所属 コード

氏
ふ  り  が  な

　 　 名

職 員 番 号7 91 70

自 　 己 　 目 　 標 　 （ 今 年 度 の 目 標 ）

教

科

指

導

教

科

外

指

導

学

校

運

営

・

校

務

の

処

理

勤 続   ○ ○ 年 　

印   

自 　 　 己 　 　 評 　 　 価 （ 実 績 の み 評 価 ）

二 次 評 価 者 職 氏 名

○ ○ ○

○ ○ ○

印   

本 校 　 ○ 　 年○ ○ ○

評 　 　 　 　 　 　 　 価手 　 　 立 　 　 て

平成２５年度の実績 

公募指定校    ２５校 

公募による異動者 １６名 

16 名が特色ある学校づくりを推進 

自己申告･自己評価票 

資質向上を目指して絶えず研修 

不祥事根絶のために 

優秀教職員の皆さん 
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ⅵ 指導不適切教諭等制度の適切な運用 

指導不適切と認定された教諭等に対し、指導改善研修を実

施し、現場への復帰を目指しています。また、指導改善研修

運営協議会を開催し、制度の共通理解と運用の改善を検討し

ています。 

 

●問題点・改善等が必要な項目 

①  教員研修等の充実 

・ 研修後のアンケートをもとに改善を図るとともに、教員一人一人のニーズに応じた

研修となるよう研修内容の見直し。 

② 教職員の服務倫理の確立 

・ 教育庁全体としての不祥事根絶に向けた取組。 

●取組の方向性 

①  教員研修等の充実 

・ 講座の精選や新たな教育課題に対応した講座の開設など内容の充実を図ります。 

② 教職員の服務倫理の確立 

・ 地道に取組を継続するほか、様々な研修や校内の服務倫理委員会を通じて、継続的

に働きかけを続け、服務倫理の確立を図ります。 

●主な指標の状況 

・指標１ 

任意研修（専門

研修・職能研

修）の定員に対

する充足率（県

教育センター） 

 

※H23 は震災により中止 

 

 

 

 現況値   

85.5％ 

 

 

年度別目標値 

100％ 

評価 

おおむね

順調 

① 評価の理由 

現況値は目標値に達し

ていないものの、震災前よ

りも向上しており、85%以

上と高い水準を維持して

いるため。 

② 今後の取組 

教員一人一人のニーズ

に応じた研修となるよう

講座の精選や更なる内容

の充実を図るとともに、研

修内容の周知方法につい

ても工夫していく。 

 

 

指導改善研修運営協議会要項 


